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(57)【要約】
　マルチメディア受信機、及び第１のメディア・コンテ
ンツ・ストリームの受信を第２のメディア・コンテンツ
・ストリームに切替えることを管理する方法。マルチメ
ディア受信機は、条件付きアクセスモジュールと関連し
た受信装置及び第１のメディア・コンテンツ・ストリー
ム又は第２のメディア・コンテンツ・ストリームからコ
ンテンツを再生するように構成されるメディアプレーヤ
ーを備える。受信装置は、第１のメディア・コンテンツ
・ストリームの再生の間にユーザコマンドを受信して、
ユーザコマンドを条件付きアクセスモジュールに転送す
るように構成されて、ユーザコマンドは、第２のメディ
ア・コンテンツ・ストリームの受信を規定する少なくと
も一つのパラメータを含む。条件付きアクセスモジュー
ルは、ユーザコマンドの受信に続いて、第１のメディア
・コンテンツ・ストリームと関連した情報テーブルの少
なくとも一つの記述子を更新するように構成される。受
信装置は、情報テーブルの更新を検出し、少なくとも一
つの記述子に基づいて更新された情報テーブルを生成し
て、更新された情報テーブルを条件付きアクセスモジュ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上の放送コンテンツを各々含み、対応する番組マップテーブルと各々関連する一
つ以上の放送チャネルを受信するための受信装置であって、要求に応じてチャネルを選択
するように構成されるサービス選択モジュールを備える受信装置と、
　ＶＯＤサーバーから要求されたＶＯＤコンテンツを含むＶＯＤチャネルを受信するため
の周辺装置であって、前記ＶＯＤチャネルは少なくとも一つのＶＯＤ番組マップテーブル
と関連し、前記周辺装置は、双方向インタフェースを介して前記受信装置に着脱自在に接
続可能であり、マルチ番組トランスポートストリームを受信するように構成される周辺装
置と、
　を備えるマルチメディア受信機であって、
　前記周辺装置は、前記放送コンテンツ及び前記双方向インタフェースを介して前記受信
装置から対応する番組マップテーブルの少なくとも一つを更に受信するように構成されて
、前記周辺装置は、このようにして受信した番組マップテーブルの少なくとも一つの記述
子に応じて前記放送コンテンツ又は前記ＶＯＤコンテンツを選択するための入力セレクタ
を備え、前記周辺装置は更に、前記このようにして選択されたコンテンツを処理して、前
記処理された選択コンテンツを前記双方向インタフェースを介して前記受信装置に送るよ
うに構成され、
　前記周辺装置は、前記双方向インタフェースを介して、番組マップテーブル更新コマン
ドを周期的に送るようにまた更に構成され、
　前記番組マップテーブル更新コマンドが受信されるときはいつでも、又はチャネル変更
信号が受信されるときはいつでも、前記受信装置は、更新された番組マップテーブルを前
記周辺装置に送るように構成され、
　前記更新された番組マップテーブルの少なくとも一つの記述子が前記ＶＯＤチャネルに
対応しないときに、前記周辺装置は、前記ＶＯＤコンテンツの前記受信を止めるために停
止信号を前記ＶＯＤサーバーに送るように構成されることを特徴とするマルチメディア受
信機。
【請求項２】
　前記ＶＯＤサーバーは前記周辺装置の中に含まれる請求項１に記載のマルチメディア受
信機。
【請求項３】
　前記ＶＯＤサーバーは前記マルチメディア受信機の外部にある請求項１に記載のマルチ
メディア受信機。
【請求項４】
　前記周辺装置は条件付きアクセスモジュールであり、前記選択されたコンテンツの前記
処理は前記コンテンツを前記受信装置にアクセス可能にする請求項１～３のいずれか一項
に記載のマルチメディア受信機。
【請求項５】
　前記少なくとも一つの記述子は、番組マップ・テーブル・バージョン番号、条件付きア
クセスシステム識別子、最初のネットワーク識別子、トランスポートストリーム識別子、
又はサービス識別子の一つである請求項１～４のいずれか一項に記載のマルチメディア受
信機。
【請求項６】
　一つ以上の放送コンテンツを各々含み、対応する番組マップテーブルと各々関連する一
つ以上の放送チャネルを受信するための受信装置であって、前記受信装置は、要求に応じ
てチャネルを選択するように構成されるサービス選択モジュールを備え、双方向インタフ
ェースを更に備え、前記受信装置は、チャネル変更信号が受信されるときはいつでも、前
記番組マップテーブルの少なくとも一つを更新するように構成される受信装置において、
  前記受信装置は、番組マップテーブル更新コマンドが前記双方向インタフェースを介し
て受信されるときはいつでも、他のチャネルに対応する他の番組マップテーブルを更新し
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、番組マップテーブルが更新されるときはいつでも、前記双方向インタフェースを介して
、更新された番組マップテーブルを送るように更に構成されることを特徴とする受信装置
。
【請求項７】
　少なくとも一つのＶＯＤサービスをＶＯＤサーバーからＶＯＤ入力を介して受信するよ
うに構成される周辺装置であって、前記ＶＯＤサービスは、対応する番組マップテーブル
と関連する周辺装置であって、
　少なくとも一つの放送コンテンツを双方向インタフェースを介して受信し、
　前記双方向インタフェースを介して、番組マップテーブル更新コマンドを周期的に送り
、
　前記更新された番組マップテーブルの少なくとも一つの記述子が前記ＶＯＤチャネルに
対応しないときに、前記ＶＯＤサーバーに停止信号を出して、前記ＶＯＤコンテンツの前
記受信を止めるように更に構成されることを特徴とする周辺装置。
【請求項８】
　条件付きアクセスモジュールである請求項７に記載の周辺装置。
【請求項９】
　前記ＶＯＤ入力は無線入力である請求項７又は８に記載の周辺装置。
【請求項１０】
　放送コンテンツを受信するための受信装置及びＶＯＤコンテンツをＶＯＤサーバーから
受信するための周辺モジュールを備えたマルチメディア受信機において、前記周辺モジュ
ールは、双方向インタフェースを介して前記受信装置に着脱自在に接続し、前記放送コン
テンツは、複数の放送番組マップテーブルと関連した複数のサービスを含み、前記ＶＯＤ
コンテンツは、ＶＯＤ番組マップテーブルと関連した少なくとも一つのサービスを含み、
第１のサービスから第２のサービスへ切替える方法は、
　前記周辺モジュールによって、番組マップテーブル更新コマンドを前記双方向インタフ
ェースを介して周期的に送るステップと、
　チャネル変更要求が受信されるときはいつでも、及び番組マップテーブル更新コマンド
が前記双方向インタフェースを介して受信されるときはいつでも、前記受信装置によって
、放送コンテンツ又はＶＯＤコンテンツに対応する少なくとも一つの記述子を含む更新さ
れた番組マップテーブルを生成するステップと、
　前記更新された番組マップテーブルを前記双方向インタフェースを介して前記周辺装置
に送るステップと、
　前記更新された番組マップテーブルの少なくとも一つの記述子が前記ＶＯＤコンテンツ
に対応しないときに、前記周辺装置によって、停止コマンドを前記ＶＯＤサーバーに送っ
て、前記ＶＯＤコンテンツを受信するのを止めるステップと、
　を含む方法。
【請求項１１】
　前記チャネル変更要求は遠隔制御装置から受信される請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、要求に応じてヘッドエンド又はクラウドから放送されるか又は送信
されるメディアコンテンツの受信及び再生に関する。特に、マルチメディア受信機及び第
１のメディア・コンテンツ・ストリームの受信から第２のメディア・コンテンツ・ストリ
ームの受信への切替えを管理する方法が開示される。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ受像機、セット・トップ・ボックス、パソコン、タブレットなどは、メディアコ
ンテンツを受信して、場合によっては、再生又は別の方法で提示できる周知の装置である
。オーバー・ザ・トップ（ＯＴＴ）コンテンツ配信の領域において、音声、ビデオ、及び



(4) JP 2017-537533 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

他のメディアコンテンツは、例えば、インターネットを通じてメディア受信機に配信する
ことができる。
【０００３】
　最新技術は、放送コンテンツを受信するためのテレビ受像機を備えたシステムを含み、
テレビ受像機はそれに接続されるＯＴＴ装置を備え、ＯＴＴ装置は、例えば、おそらく無
線手段を使用して、インターネット・クラウド・サービスからビデオ・オン・デマンド（
ＶＯＤ）資産を受信して、ＶＯＤ資産を備えるトランスポートストリームを表示するため
にテレビ受像機に導入するように構成できる。クラウドから選択されたＶＯＤ資産を見る
ためにシステムを用いる視聴者は、例えば、地上の送信機又は人工衛星を経由してＤＶＢ
モードに従って放送されたコンテンツを受信するために別のチャネルに切替えることを決
めることができる。あるチャネル又はサービスから別のチャネルに変えることは、時には
ザッピングと呼ばれる、周知の動作であり、それは、通常、遠隔制御装置を用いて視聴者
により行われる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　遠隔制御装置は、テレビ受像機にコマンドを送るが、ＯＴＴ装置は、どのコマンドがテ
レビ受像機に送られたかについて知ることができない。従って、ＯＴＴ装置は、ＶＯＤ資
産のトランスポートストリームのその導入を止めることができない。理想的には、視聴者
がチャネルを切替えるときはいつでも、ＯＴＴ装置は、現在再生している遺産の導入を止
めるべきである。このようにして、視聴者がＶＯＤ資産が再生されていたチャネルへ戻る
ことができる場合には、ＶＯＤ資産はそれが止めた所で再び始めることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　テレビ受像機のようなメディア再生／受信装置に接続して、例えば、トリプレットによ
り識別されるテレビチャンネルにトランスポートストリーム・パケット（ＴＳパケット）
を導入するように構成されるＯＴＴ対応装置が開示される。「トリプレット」は、デジタ
ルテレビのための業界が認めた標準のデジタルビデオ放送（ＤＶＢ）セットのサービス（
又はチャネル）を一意に識別する一組の３つの識別子を指すために、放送業界において使
われる用語であり、ＤＶＢトリプレットは、ＤＶＢベースのサービス（又はチャネル）を
一意に識別する。ＤＶＢトリプレットは、最初のネットワーク識別子（ＯＮＩＤ）、トラ
ンスポートストリーム識別子（ＴＳＩＤ）、及びサービス識別子（ＳＩＤ）を含む。
【０００６】
　第１の態様によれば、
　一つ以上の放送コンテンツを各々含み、対応する番組マップテーブルと各々関連する一
つ以上の放送チャネルを受信するための受信装置であって、要求に応じてチャネルを選択
するように構成されるサービス選択モジュールを備える受信装置と、
　ＶＯＤサーバーから要求されたＶＯＤコンテンツを含むＶＯＤチャネルを受信するため
の周辺装置であって、ＶＯＤチャネルは少なくとも一つのＶＯＤ番組マップテーブルと関
連し、周辺装置は、双方向インタフェースを介して受信装置に着脱自在に接続可能であり
、マルチ番組トランスポートストリームを受信するように構成される周辺装置と、
　を備えるマルチメディア受信機であって、
　周辺装置は、放送コンテンツ及び双方向インタフェースを介して受信装置から対応する
番組マップテーブルの少なくとも一つを更に受信するように構成されて、周辺装置は、こ
のようにして受信した番組マップテーブルの少なくとも一つの記述子に応じて放送コンテ
ンツ又はＶＯＤコンテンツを選択するための入力セレクタを備え、周辺装置は更に、この
ようにして選択されたコンテンツを処理して、処理された選択コンテンツを双方向インタ
フェースを介して受信装置に送るように構成され、
　周辺装置は、双方向インタフェースを介して、番組マップテーブル更新コマンドを周期
的に送るようにまた更に構成され、
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　番組マップテーブル更新コマンドが受信されるときはいつでも、又はチャネル変更信号
が受信されるときはいつでも、受信装置は、更新された番組マップテーブルを周辺装置に
送るように構成され、
　更新された番組マップテーブルの少なくとも一つの記述子がＶＯＤチャネルに対応しな
いときに、周辺装置は、ＶＯＤコンテンツの受信を止めるために停止信号をＶＯＤサーバ
ーに送るように構成されることを特徴とするマルチメディア受信機が開示される。
【０００７】
　マルチメディア受信機は、条件付きアクセスモジュールに着脱可能に接続可能な受信装
置を備え、受信装置は、第１の受信したメディア・コンテンツ・ストリーム又は第２の受
信したメディア・コンテンツ・ストリームの中に提供されたコンテンツを再生するように
構成されたメディアプレーヤーにアクセスできる。条件付きアクセスモジュールは、それ
が受信装置に着脱可能に接続可能であるという点で周辺装置である。
【０００８】
　本発明の実施形態による受信装置の実施例は、セット・トップ・ボックス、テレビ受像
機、又はパソコンを含むが、それらに限定されない。本発明の実施形態を配備できるシス
テムは、受信装置及び条件付きアクセスモジュール（好ましくは受信装置に着脱自在に接
続可能である）を含む。条件付きアクセスモジュールは、「共通インタフェース」を介し
て接続可能である、ＰＣＭＣＩＡ（パーソナル・コンピュータ・メモリ・カード国際協会
）モジュール、又は汎用シリアル・バス・インタフェースに接続可能なドングルの形であ
りえる。受信装置は、例えば、衛星通信、地上の放送通信、ケーブル通信を介して、或い
は例えばＩＰ（インターネットプロトコル）マルチキャスト又はユニキャスト技術を用い
てストリーミングを実行する有線又は無線ネットワークを介して、放送コンテンツストリ
ームを受信するように構成される。この受信は通常一方向受信である。条件付きアクセス
モジュールは、通常無線手段によって、そして好ましくは双方向性方法でメディア・コン
テンツ・ストリームを受信するようにも構成される。それによって、ＶＯＤコンテンツを
受信できる。従って、受信装置が第１のコンテンツストリーム（好ましくは放送コンテン
ツストリーム）を第１の入力から受信するように構成されること、そして条件付きアクセ
スモジュールが第２のコンテンツストリーム（好ましくはＶＯＤコンテンツストリーム）
を第２の入力から受信するように構成されることは言える。受信装置及び条件付きアクセ
スモジュールを備えるマルチメディア受信機は、従って、放送コンテンツストリーム又は
ＶＯＤコンテンツストリームを受信するように構成される。
【０００９】
　第２の態様によれば、一つ以上の放送コンテンツを各々含み、対応する番組マップテー
ブルと各々関連する一つ以上の放送チャネルを受信するための受信装置が提供される。受
信装置は、要求に応じてチャネルを選択するように構成されるサービス選択モジュールを
備え、双方向インタフェースを更に備える。受信装置は、チャネル変更信号が受信される
ときはいつでも、番組マップテーブルの少なくとも一つを更新するように構成される。受
信装置は、番組マップテーブル更新コマンドが双方向インタフェースを介して受信される
ときはいつでも、他のチャネルに対応する他の番組マップテーブルを更新し、番組マップ
テーブルが更新されるときはいつでも、双方向インタフェースを介して、更新された番組
マップテーブルを送るように更に構成されることを特徴とする。
【００１０】
　別の態様によれば、少なくとも一つのＶＯＤサービスをＶＯＤサーバーからＶＯＤ入力
を介して受信するように構成される周辺装置が提供される。ＶＯＤサービスは、対応する
番組マップテーブルと関連する。周辺装置は、少なくとも一つの放送コンテンツを双方向
インタフェースを介して受信し、双方向インタフェースを介して、番組マップテーブル更
新コマンドを周期的に送り、更新された番組マップテーブルの少なくとも一つの記述子が
ＶＯＤチャネルに対応しないときに、ＶＯＤサーバーに停止信号を出して、ＶＯＤコンテ
ンツの受信を止めるように更に構成されることを特徴とする。
【００１１】
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　別の態様によれば、放送コンテンツを受信するための受信装置及びＶＯＤコンテンツを
ＶＯＤサーバーから受信するための周辺モジュールを備えたマルチメディア受信機を使用
する方法が提供される。周辺モジュールは、双方向インタフェースを介して受信装置に着
脱自在に接続し、放送コンテンツは、複数の放送番組マップテーブルと関連した第１の複
数のサービスを含み、ＶＯＤコンテンツは、ＶＯＤ番組マップテーブルと関連した少なく
とも一つのサービスを含み、第１のサービスから第２のサービスへ切替える方法は、
　周辺モジュールによって、番組マップテーブル更新コマンドを双方向インタフェースを
介して周期的に送ることと、
　チャネル変更要求が受信されるときはいつでも、及び番組マップテーブル更新コマンド
が双方向インタフェースを介して受信されるときはいつでも、受信装置によって放送コン
テンツ又はＶＯＤコンテンツに対応する少なくとも一つの記述子を含む更新された番組マ
ップテーブルを生成することと、
　更新された番組マップテーブルを双方向インタフェースを介して周辺装置に送ることと
、
　更新された番組マップテーブルの少なくとも一つの記述子がＶＯＤコンテンツに対応し
ないときに、周辺装置によって、停止コマンドをＶＯＤサーバーに送って、ＶＯＤコンテ
ンツを受信するのを止めることと、を含む。
【００１２】
　放送業界では周知のように、トランスポートストリームは、音声、ビデオ、及び番組（
チャネル）に関する番組特有の情報の送信及び格納のためのコンテナフォーマットである
。時にはメタデータと呼ばれる、番組特有の情報は、一つ以上の番組マップテーブル（Ｐ
ＭＴ）を含む。ＰＭＴは、トランスポートストリーム（番組番号を含む）に存在する各番
組に関する情報を提供して、記載されている番組を含む基本ストリームをリストする。本
発明の実施形態によれば、第１のチャネル（入力）を介して受信する、放送コンテンツを
含む、トランスポートストリームは、第１のチャネルを介して受信される番組と関連して
一つ以上のＰＭＴを含む。同様に、第２のチャネル（入力）を介して受信されるトランス
ポートストリームは、ＶＯＤコンテンツ（ＶＯＤ資産）と関連して少なくとも一つのＰＭ
Ｔを有する。ヘッドエンドの適切な遠隔サーバー、即ちより一般的にいえばクラウドは、
インターネットのような通信ネットワークを介してＶＯＤ資産を提供できる。クラウドは
、インターネットに提供される遠隔サーバーのネットワークとして本願明細書に定められ
て、ソフトウェア及び他の資源を格納し、管理し、アクセスして、ローカルサーバー又は
パソコンの代わりにデータを処理するために使うことができる。本開示によるマルチメデ
ィア受信機、条件付きアクセスモジュール、システム、及び方法は、上記のＰＭＴを利用
する。
【００１３】
　受信装置による切替えコマンドの受信の後、受信装置に含まれるサービス選択モジュー
ルは、現在のＶＯＤ資産の再生の間にチャネル変更信号を送り、受信装置と関連した条件
付きアクセスモジュールは、例えば、ＶＯＤ資産へのユーザアクセスを管理する条件付き
アクセスシステムの識別子を変えることによって、ＶＯＤ資産のＰＭＴを更新する。この
更新は、条件付きアクセスモジュールに含まれるメディア・コンテンツ・ストリーム入力
セレクタにより送信される更新信号のおかげで受信装置に含まれるサービス選択モジュー
ルにより検出される。サービス選択モジュールは、更新されたＰＭＴテーブルを生成して
、それをそのインタフェースを介して条件付きアクセスモジュールに転送する。
【００１４】
　更新されたＰＭＴテーブルが、チャネル・ライン・アップの一部でない条件付きアクセ
スシステム識別子を含むとき、このような情報を特徴とするＰＭＴテーブルの受信は、Ｖ
ＯＤ資産の導入の承認として条件付きアクセスモジュールにより検出される。
【００１５】
　ＶＯＤ資産が条件付きアクセスモジュールによって受信装置に導入されると共に、条件
付きアクセスモジュールは、ＰＭＴテーブル更新コマンドを周期的に生成して、受信装置
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にこの種の更新を検出して対応する更新されたＰＭＴテーブルを生成することを強いるこ
とができる。コマンドは、条件付きアクセスモジュールと受信装置の間のインタフェース
を介して送ることができる。この種のインタフェースは公知であり、そして例えば、共通
インタフェース又はケーブル・カード・インタフェースでありえる。その両方とも双方向
インタフェースである。
【００１６】
　受信装置が、例えば、遠隔制御部のボタンを使用するユーザによって、別のチャネルに
同調させるために切替えコマンドを受信するとき、受信装置は、受信装置で選択されたチ
ャネルに基づいて更新されたＰＭＴテーブルを送る。条件付きアクセスモジュールは、Ｐ
ＭＴテーブルの条件付きアクセス識別子がＶＯＤ資産の条件付きアクセス識別子と異なる
ような変化を検出する。その場合、条件付きアクセスモジュールは、ＶＯＤ資産の導入を
止めて、例えば、受信装置で選択されて受信装置から受信される放送ＤＶＢタイプのメデ
ィア・コンテンツ・ストリームを管理する。
【００１７】
　好ましい実施形態によれば、メディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタは、それ
がＶＯＤ資産の受信を止めるときに、セッションメッセージの終了をサーバー又はクラウ
ドに送る。
【００１８】
　以下の詳細な説明は、添付の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】条件付きアクセスモジュールと関連した受信装置と、放送事業者によって、又は
クラウド・コンピューティング・モードによるメディアサーバーによって提供されるメデ
ィアコンテンツを再生するように構成されるメディアプレーヤーと、を備えたマルチメデ
ィア受信機を示す。
【図２】受信を第１のメディア・コンテンツ・ストリームから第２のメディア・コンテン
ツ・ストリームに切替えるときに、受信装置及び条件付きアクセスモジュールにより実行
されるステップを表すフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１によって示すマルチメディア受信機３０の実施形態によれば、視聴者は、選択され
たＶＯＤ資産の再生の間に、放送チャネル入力１を介して一方向性の方法でＤＶＢタイプ
のメディアコンテンツを提供する放送チャネルに切替えることを決めることができる。例
えば、コンテンツは、例えばＩＰ（インターネットプロトコル）マルチキャスト又はユニ
キャストを用いてストリーミングを実行する、例えば衛星、地上の放送エミッタ、ケーブ
ル、有線又は無線ネットワークにより提供されるようにデータストリームの形で受信され
る。
【００２１】
　放送チャネル入力１は、ＶＯＤ資産が条件付きアクセスモジュール２０を介して受信装
置１０により受信されるＶＯＤ資産入力２と異なることがありうる。チャネル切替えは、
ザッピングとして一般に公知である。本発明の実施形態による受信装置１０において、ザ
ッピングの概念は、ＶＯＤ資産の導入を止めること、及び別のメディア・コンテンツ・ス
トリームを受信するチャネルに切替えることを含むことができる。
【００２２】
　図１で示すように受信装置１０は、例えば、メディア・コンテンツ・ストリームをバー
カーチャンネルの放送事業者から受信するためのチューナー１１を備える。バーカーチャ
ンネルは、他のチャネル、例えば、利用できるＶＯＤスケジュール及び／又は番組解説及
び予告編に関するメディアコンテンツをリストするか又は奨励する専用のテレビチャンネ
ルである。
【００２３】
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　放送チャネル入力１は、トランスポートストリーム識別子、最初のネットワーク識別子
、及びサービス識別子を含むＤＶＢトリプレットによって識別できる。受信装置１０は、
インターネット又はクラウドのような更なる資源からコンテンツストリーム又はＶＯＤ資
産を受信するように構成される条件付きアクセスモジュール２０と関連して、受信コンテ
ンツを格納するための記憶装置を備えることができる。
【００２４】
　好ましい実施形態によれば、条件付きアクセスモジュール２０はインターネットに接続
している。この接続は、有線インタフェースでありえるか、又は、例えば、インターネッ
トへの無線接続を確立することが可能である、タイプＷｉＦｉの無線ローカル・アクセス
・ネットワーク又はタイプＥＤＧＥ（ＧＳＭ(登録商標）革新のための強化データレート
）、３Ｇ、４Ｇ、５Ｇなどの携帯電話ネットワークのような無線リンクインタフェースを
備えることができる。条件付きアクセスモジュール２０は、好ましくは、適切なインタフ
ェース、例えば、ＣＥＮＥＬＥＣ、電気標準ヨーロッパ委員会及びＤＶＢ Ｃｉ＋による
ＥＮ　５０２２１標準に規定のタイプＣＩ、ＤＶＢ－ＣＩの共通インタフェースポートを
介して受信装置１０に接続するように構成される。実施形態によれば、条件付きアクセス
モジュール２０は、例えばＵＳＢ　３．０、ＵＳＢ　３．１、又はＵＳＢタイプＣのよう
な高いスループット・ユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）を介して受信装置１０に
接続できる。
【００２５】
　有料テレビオペレータによって通常設けられる、条件付きアクセスモジュール２０は、
地上の送信機、衛星、インターネットサーバー、ケーブルネットワーク、又は無線ネット
ワークなどからメディア・データ・ストリームの形で受信した音声／ビデオデータを解読
するように構成できる。メディアコンテンツとともに、有料テレビオペレータ又はプロバ
イダも、条件付きアクセスモジュールを使用してコンテンツを解読するのに必要なキー又
は制御ワードを利用可能であり、キー又は制御ワードは、暗号化されたフォーマットで提
供される。不正操作がきかなくて安全であると考えられる、セキュリティモジュールは、
認証のために必要なキー及び権利のようなセキュリティ情報を格納するために、そして条
件付きアクセスモジュールが解読を始めることを可能にするために、ユーザに提供するこ
とができる。セキュリティモジュールは、条件付きアクセスモジュールのカード読み取り
装置に挿入することができるチップカードに収納される電子チップの形でありえる。
【００２６】
　受信装置１０と条件付きアクセスモジュール２０（例えば、共通インタフェース）との
間のインタフェースは、受信装置１０のチューナー１１により受信されるコンテンツを含
むマルチ番組トランスポートストリーム３を条件付きアクセスモジュール２０に送り、そ
して処理された単一番組トランスポートストリーム３４´を条件付きアクセスモジュール
２０から受信装置１０に送り返すように構成される。通常、マルチ番組トランスポートス
トリーム３は、有料テレビの領域で知られているように、権限制御メッセージＥＣＭから
抽出可能な制御ワードＣＷによって暗号化されるコンテンツを含む。
【００２７】
　条件付きアクセスモジュール２０は、ＶＯＤ単一番組トランスポートストリーム４が暗
号化されるときにその解読を可能にする解読能力を備えることができる。
【００２８】
　条件付きアクセスモジュール２０は、本発明の実施形態に従って、それが上記の通りに
標準条件付きアクセスモジュールモードで作動するか、又は選択されたＶＯＤ資産を受信
するためにトランスポート・ストリーム・インジェクター２１の出力の方へ入力を切替え
るかどうか選択するように構成される入力セレクタ２３を更に備える。
【００２９】
　暗号化されたＶＯＤ資産受信の場合、条件付きアクセスモジュール２０は、例えばＡＥ
Ｓ復号器２５を用いて適切なキー８でＶＯＤ資産を解読できる。
【００３０】
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　更なる実施形態によれば、条件付きアクセスモジュール２０は、対応するトランスポー
トストリーム３４´を出力インタフェースモジュール２７を介して受信装置１０に送る前
に、ローカルキー７でＶＯＤ資産を暗号化できる。ローカルキー７による暗号化は、例え
ばＡＥＳ（高等暗号標準）アルゴリズム又は好ましくは対称キーを用いるその他の適切な
アルゴリズムを使用できる。
【００３１】
　受信装置１０の復号器１５は、解読された圧縮トランスポートストリーム３４を得るた
めに、条件付きアクセスモジュール２０から受信したトランスポートストリーム３４´を
ローカルキー７で解読する。この解読された圧縮トランスポートストリーム３４は、それ
から、解凍するための音声／ビデオデコーダ１３を介して、受信装置１０と関連したメデ
ィアプレーヤー１６に転送できる。
【００３２】
　受信装置１０のデマルチプレクサ１４と関連したサービス選択モジュール１２は、チュ
ーナー１１が接続される放送チャネル入力１により提供されるコンテンツか、又は条件付
きアクセスモジュール２０のＶＯＤ資産入力２により提供されるＶＯＤコンテンツを見る
ためにチャネルを選択することを可能にする。
【００３３】
　条件付きアクセスモジュール２０が、チャネル切替えコマンドを受信装置１０に送るた
めにどのボタンが用いられたかについて検出することができないので、条件付きアクセス
モジュール２０は、ＶＯＤ資産の導入を止めることができない。
【００３４】
　この問題の解決策は、ＰＭＴテーブル更新がチャネル切替えコマンドの受信の後にいつ
なされるかを検出し、それからＶＯＤ資産導入を止めて、現在のＶＯＤ資産を止めたセッ
ションメッセージの終了によってＶＯＤサーバーに知らせることによって与えられること
が可能である。ＶＯＤサーバーは、それがローカル記憶装置からＶＯＤコンテンツを読み
込んでいる場合、又はそれが選択されたＶＯＤ資産を提供するように構成されるクラウド
の一つ又は一組のサーバーでありえる場合、条件付きアクセスモジュール自体の中にあり
える。
【００３５】
　オーバー・ザ・トップ・コンテンツ配信（ＯＴＴ）の領域において、音声、ビデオ、及
び他のメディアコンテンツは、インターネットを通じて配信できる。例えば条件付きアク
セスモジュール２０のような、ＯＴＴ互換の装置は、受信装置１０又はテレビ受像機のよ
うなメディアプレーヤー１６と関連したセット・トップ・ボックスに接続して、トランス
ポートストリーム・パケット（ＴＳパケット）を、ＤＶＢトリプレットにより識別された
選択されたテレビチャンネルに導入するように構成される。
【００３６】
　本発明の方法は、好ましくは、番組特有の情報（ＰＳＩ）に含まれるＤＶＢテーブルを
使用できる。それは、現在再生されているビデオ・オン・デマンド（ＶＯＤ）資産又は放
送番組コンテンツを容易に利用できる。
【００３７】
　番組特有の情報（ＰＳＩ）は、標準ＩＳＯ／ＩＥＣ　１３８１８－１　ＭＰＥＧ－２「
情報技術 ― 動画及び関連する音声情報の共通符号化：システム」により規定される。番
組特有の情報データは、受信機がいろいろな番組ストリームを非多重化して復号化するよ
うに自動的な方法で構成されることを可能にする。番組特有の情報データは、特に以下を
含むテーブルに構築される。
－マルチプレックスのサービスごとのローカライゼーション、即ち、トランスポートスト
リーム（ＴＳ）のパケットのパケット識別子（ＰＩＤ）の値を示す番組関連テーブル（Ｐ
ＡＴ）、
－各サービスのストリームのローカライゼーションを識別して示す番組マップテーブル（
ＰＭＴ）、
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－ユーザアクセス権を管理する権利管理メッセージ（ＥＭＭ）ストリームのローカライゼ
ーションを含むマルチプレックスにおいて使用するそれらの識別子（ＣＡＳ－ＩＤ）のよ
うな条件付きアクセスシステムに特有の情報を提供する条件付きアクセステーブル（ＣＡ
Ｔ）。
【００３８】
　ＰＭＴテーブルは、条件付きアクセステーブル（ＣＡＴ）と結合できる。結果として生
じるテーブル（ＣＡ－ＰＭＴ）は、本発明のチャネル変更管理方法及び受信装置において
使用する条件付きアクセス（ＣＡ）識別子とともにＰＭＴテーブルを形成する。
【００３９】
　メディアプレーヤーがコンテンツの再生を始めるとき、それは最初にコンテンツの一つ
以上のチャンクをメディアプレーヤーのバッファに格納して、格納されたチャンクの再生
を開始し、その一方で、次のチャンクがネットワークからダウンロードされて、条件付き
アクセスモジュール及び受信装置により処理される。チャンクは、ネットワークを介して
メディアプレーヤーに送信されるメディア・コンテンツ・ストリームの一部として本願明
細書において定義される。各チャンクは、所与の解像度でコンテンツの選択された期間、
例えば数秒をレンダーリングするのに必要な音声／ビデオ情報パケット及びＤＶＢテーブ
ルを含む。ＣＡ－ＰＭＴテーブルも、選択されたＶＯＤ資産又はＤＶＢタイプ放送コンテ
ンツにおいて使用する条件付きアクセスシステムを規定するために各チャンクに含むこと
ができる。
【００４０】
　視聴者は、受信を別のチャネルに切替えるために図１で示すように受信装置１０によっ
てＶＯＤ資産の再生の間の任意の時点で遠隔コントローラの一つ以上のボタンを押すこと
によってチャネル変更コマンド５を送る。コマンド５は、様々なタイプのサービスを放送
又はＶＯＤトランスポートストリームから選択する役割を果たす受信装置１０のサービス
選択モジュール１２により受信される。サービス選択モジュール１２は、それから、対応
するチャネル変更信号５´を条件付きアクセスモジュール２０の入力選択モジュール２３
に送る。
【００４１】
　図２のフローチャートによれば、チャネル変更信号５´は、現在のＶＯＤチャネルＣＨ
１により提供される第１のメディアコンテンツ・ストリーム（ＶＯＤ資産）の受信を第２
のメディア・コンテンツ・ストリームを提供する視聴者が選択したチャネルＣＨ２に切替
えることを可能にする。
【００４２】
　チャネル変更コマンド５の受信の後、受信装置１０のサービス選択モジュール１２は、
チャネル変更信号５´を条件付きアクセスモジュール２０に含まれるメディア・コンテン
ツ・ストリーム入力セレクタ２３に送る。条件付きアクセスモジュール２０のトランスポ
ート・ストリーム・インジェクター２１と関連したランダム・アクセス・メモリ２２が、
現在受信したＶＯＤ資産の少なくとも一つのチャンクを格納するので、ＰＭＴテーブルは
、メディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタ２３に常に利用可能なままである。メ
ディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタ２３は、それから、このＰＭＴテーブルの
少なくとも一つの記述子を更新して、対応する更新警報信号６をサービス選択モジュール
１２に送信する。更新警報信号６は、ＰＭＴテーブルが変更されたことを示す。
【００４３】
　更新は、少なくとも一つの記述子、例えば、ＰＭＴテーブルのバージョン指示、アクセ
ス制御されたメディアコンテンツを提供する条件付きアクセスシステム（ＣＡＳ－ＩＤ）
の識別子、ＤＶＢトリプレット、又は選択されたチャネルＣＨ２により提供されるメディ
ア・コンテンツ・ストリームと関連したその他の記述子を変更できる。サービス選択モジ
ュール１２は、更新警報信号６の検出により、少なくとも一つの記述子及びコマンド５に
より送信されるチャネル参照ＣＨ２に基づいて更新されたＰＭＴ９を生成する。
【００４４】
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　周辺装置は、マルチ番組トランスポートストリーム（ＭＰＴＳ）内の複数の番組として
（インタフェースを介して）受信装置から放送コンテンツを受信する。ＶＯＤの「導入」
によって、ＭＰＴＳの新規な番組としてＶＯＤコンテンツを含み、それによって新規なＭ
ＰＴＳを作成することを意味する。ＭＰＴＳのいろいろなサービスは、ＤＶＢトリプレッ
トのようなＤＶＢ記述子を介して識別可能である。ＶＯＤコンテンツは、従って、ＤＶＢ
トリプレットによって識別可能な特定のテレビチャンネルに導入されると言うことができ
る。周辺装置は、通常、ＭＰＴＳから選択されたサービスだけを処理して、単一番組トラ
ンスポートストリーム（ＳＰＴＳ）として（インタフェースを介して）処理されたサービ
スを受信装置に送り返す。例えば、周辺装置がＣＡＭである場合、それは、視聴者によっ
てＴＶに出されるチャネル選択コマンドに従ってＭＰＴＳ内から解読されて、インタフェ
ースを介してＣＡＭへ転送されるチャネルを選択する。入力セレクタは、それから、その
次に処理されて受信装置に送り返されるＳＰＴＳを形成するために、選択された番組を取
り除く。
【００４５】
　更新された情報テーブル９は、それから、例えば、チャネル参照ＣＨ２に関する更新さ
れた条件付きアクセスシステム識別子のサーバー又はクラウドの可用性を検査するために
、条件付きアクセスモジュール２０のメディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタ２
３に転送される（図２のステップ１００）。
【００４６】
　例えば、条件付きアクセスシステム識別子ＣＡＳ－ＩＤが利用できない場合、条件付き
アクセスシステムは、可用性検査に対するＮ（否）応答を受信し（ステップ１００）、メ
ディアコンテンツ入力セレクタ２３は、現在のＶＯＤ資産の受信を止めて（ステップ１０
４）、現在見ているＶＯＤ資産の受信入力を第２のメディア・コンテンツ・ストリームを
提供するチャネル参照ＣＨ２により規定される放送チャネル入力１に切替える（ステップ
１０５）。受信装置１０は、放送チャネル入力１からコンテンツストリームを受信する（
ステップ１０６）。
【００４７】
　例えば、条件付きアクセスシステム識別子ＣＡＳ－ＩＤが利用できる場合、条件付きア
クセスシステムは、可用性検査に対するＹ（はい）応答を受信し（ステップ１００）、メ
ディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタ２３は、放送チャネル入力１に切替わらず
にその初期位置にとどまる。この場合、メディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタ
２３は、更新された条件付きアクセスシステム識別子（ＣＡＳ－ＩＤ）に対応する別のＶ
ＯＤ資産を選択されたチャネルＣＨ２に導入する（ステップ１０２）。受信装置１０は、
ＶＯＤ資産入力２を介してサーバー又はクラウドからＶＯＤ資産を受信する（ステップ１
０３）。
【００４８】
　視聴者が、受信を現在の放送チャネルからＶＯＤ資産を提供するチャネルに切替えるた
めにコマンド５を送ると、条件付きアクセスシステム識別子ＣＡＳ－ＩＤを含むＰＭＴテ
ーブルは、受信装置１０のサービス選択モジュール１２によって直接更新される。更新さ
れたテーブルは、それから、条件付きアクセスシステム識別子ＣＡＳ－ＩＤの可用性を検
査するために、条件付きアクセスモジュール２０のメディア・コンテンツ・ストリーム入
力セレクタ２３に転送される。検査（ステップ１００）は、ＶＯＤ資産を提供するチャネ
ルから放送コンテンツストリームを提供するチャネルに切替える場合と同じ方法で実行さ
れる。
【００４９】
　例えば、条件付きアクセスシステム識別子ＣＡＳ－ＩＤが利用できる場合、条件付きア
クセスシステムは、可用性検査（ステップ１００）に対するＹ（はい）応答を受信し、メ
ディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタ２３は、受信をＶＯＤ資産に切替え、ＶＯ
Ｄ資産の選択されたチャネルへの導入を再開できる。
【００５０】
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　受信を放送コンテンツを提供するチャネルに切替えることによって以前に止められたＶ
ＯＤ資産の受信は、受信装置１０によって条件付きアクセスモジュール２０を介してＶＯ
ＤプロバイダのＶＯＤ資産サーバー又はクラウドに送られた、チャネル変更コマンド５に
由来する要求の後に再開できる。要求に応答して、条件付きアクセスモジュール２０は、
トランスポート・ストリーム・インジェクター２１を介して、切替えの前にランダム・ア
クセス・メモリ２２に格納される少なくとも一つのＶＯＤ資産チャンクのＰＭＴテーブル
に対応するＰＭＴテーブルを含む少なくとも一つのチャンク及び対応するＶＯＤ資産を受
信する。
【００５１】
　例えば、条件付きアクセスシステム識別子ＣＡＳ－ＩＤが利用できない場合、条件付き
アクセスシステムは、可用性検査（ステップ１００）に対するＮ（否）応答を受信し、メ
ディア・コンテンツ・ストリーム入力セレクタ２３は、放送チャネル入力１を介してメデ
ィア・コンテンツ・ストリームを受信する位置にとどまり、ＶＯＤ資産の導入は止められ
たままである。
【００５２】
　発明の内容の概要が特定の例示の実施形態に関して記載されたが、さまざまな変更態様
と改変は、本発明の実施形態のより広い精神及び範囲を逸脱しないでこれらの実施形態に
行うことができる。例えば、さまざまな実施形態又はその特徴は、当業者によって任意に
混合されて、適合され、又は構成できる。本発明の内容のこの種の実施形態は、便宜のた
めに「発明」という用語だけによって、そして二つ以上が実際に開示される場合この用途
の範囲をいかなる単一発明又は発明の概念にも自発的に制限する意図なしに、本明細書に
おいて、個別に又は集合的に、参照できる。
【００５３】
　本願明細書に例示される実施形態は、当業者が開示される教示を実践することを可能に
するために十分詳細に記載されていると考えられる。他の実施形態は、使用されて、そこ
から導き出すことができる。そうすると、構造的かつ論理的な置換及び改変は、本開示の
範囲を逸脱しないでなされることができる。詳細な説明は、従って、限定的と見なすべき
ではなく、そしてさまざまな実施形態の範囲は、この種の請求項が得る権利を有する等価
物の全範囲とともに、添付の請求の範囲だけにより規定される。
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【要約の続き】
ールに転送する。第１のメディア・コンテンツ・ストリームの受信は止められて、受信は、ユーザコマンドの少なく
とも一つのパラメータにより規定される第２のメディア・コンテンツ・ストリームに切替えられる。
【選択図】図１
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